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第一章 緒 言

Koeh⊂llハ1890年 培 養 基 上 ノ結 核 菌 ガ菌 層 ノ厚

薄 ニ ヨ リ、 敷 分 乃 至 歎 時 間 ノ直 射 日光 テ蒙 ル時

ハ死 スル テ見 タ リ。 彼 ハ又 結核 菌 培 養 基 テ5乃

至7日 間窓 近 クニ置 ク時 ハ同様 二菌 ノ死 ス ル ラ

知 リ、 散 光 モ 亦 殺 菌 力 ラ有 ス ト稻 シタ リ。Di

Donna`MハKochノ 實 験 ラ追 試 シ結 核菌 「培 養

基 テ夏 日屋 上 ニ テ6日 間 午 前9時 ヨ リ日授迄 日

光 二曝 露 セル モ爾 多 少 ノ病 原 性 ラ存 シ タル モ、

8日 間曝 射 シ ダル者 ハ動 物 實 験 ニ ヨ リ菌 ハ全 ク

死 シ且 ツ其 毒 性 テ有 セザ リシ ト云 ヘ リ。Fried-

land{3⊃ニ ョ レバ直射 日光 ハ試 験 管 内結 核菌 ヲ1

乃 至1時 間 牛 ニ テ死 滅 セ シ メ、Straus`4)モ 同様

ノ實験 結 果 ラ得 タ リ。又Klefanova`5⊃ ・・日光 ノ

殺 菌 力 ハ結 核菌 株 ノ異 ル ト共 二多 少 時 間 的 差 異

テ 見 ル モ、通 常 盛夏 ノ直射 日光 ハ1乃 至1時 間

牛 ニ テ十分 ニ シテ散 光 ハ11日 ノ 後 始 メ テ 菌 テ

弱 ム ル モ之 テ死 滅 セ シムル ニ至 ラズ ト云 ヘ リ。

彼 ハ又 日光 ノ有 スル殺 菌 力 ハ多 ニモ之 ラ見 ル者

ニ シテ其 力 テ軍 二紫外 線 バ ニ蹄 シ得 ザ ル鮎 ア

リ ト稻1セ リ。Bergen⊂6)ハ 海 抜1360米 ノ地 ニ テ

結 核 菌 二封 ス ル 日光 ノ殺 菌 作 用 テ検 シ、6月 ヨ

リ8月 ノ季 節 ニ テハ30分b春 秋 ニ テハ1時 間・

多 ニテハ梢 蒐長時間 ラ要 スルモ光腺 ノ最 モ弱 キ

嚴寒 ノ日ニテモ猫2時 間以上 ノ曝射 ヲ要 セズ+

シ、野上σ,ハ結核菌 ヲ日光ニ テ照射 スル時ハ

3778米 ノ富士山頂ニテ2時 間.同5合 目ニテ・・3

時間、相馬岳 ニテ3時 間、ZF地 及 ピ海上ニテハ

4時 間二殺菌 シ得 ト云ヘ リ。其他清野 ⊂mハ璃瑠

乳鉢内二結核菌ラ可及的薄 ク且ツ李等 二磨砕塗

布 スルモノテ、夏 日午前10時 ヨリ午後3時 迄 ノ

間二晴天無風 ノ日ラ選 ピテ直射 日光二曝露 シタ

ル後菌浮游液 トシテ動物二接種 シテ検 セルニ、

曝露25分 以内ニテハ菌ハ死 セザルモ30分 ニテ

ハ死 セルラ見 タリ。叉宮木 ωハ同様 ノ實験方法

ニテ季節的二日光 ノ殺菌作用ラ検 シテ、結核菌

ノ病原性及 ピ褒育力ハ日光直射 ニヨリ減弱或ハ

清失 セラル ・モ薄層及 ピ乾燥菌 ハ塊状及 ピ漁潤
　

菌 二比 シ日光 ヨ リ蒙 ル侵 害 大 ニ シ テ且照 射 時 ノ

氣 温 モ影 響 ス ト云 ヘ リ。猫 喀 疾 中 ノ結 核 菌 二就

4テ 同種 ノ實 験 ラ行 ヘ ル者 二Treskinskajaao}

ア リテ、 彼 ハ 喀 疾 ノ薄 キ塗 抹 標 本 テ夏 日直 射 日

光 二曝 シタ ル ニ、 梅 上 ニ テ5時 間 、 海 抜973米

ニ テ4時 間b1560米 ニ テ3時 胤 散 光 ニ テ6時
.

間 、 更 二 季 節 的 ニハ1560米 ノ 土 地 ニ テ2月 ノ



Sl2償1 4・州 詔抗酸性曹 ノ臓鷺 昌盈teスreノ 彰饗 己15

終 りa5時 悶b5月 及 ぜ8月 二'・3時 間aテ 菌

ノ死 スル 事 ラ鐙 シタ ・V●LuUt)a3レ バ 日光 ノ

有 ・xル殺 菌 力 ハ5月 ヨ リ8月 マ デ ノ間 最 モ彊 ク

喀 疾 中 ノ結 核 薗 ハ 日光1時 間 ノ直 射 ニ テ死 スル

モ、 陰 ニテ ・・3乃 至5時 間 モ猫 無 数 昌 シテ、12

月、1月 、2月 ニ ハ7乃 至8時 間 ノ日光 直射 モ

無 敷 ナ リ ト云 フ。 然 レ ドモStraus(4)ハ 喀 擁 塗

抹 標 本 申 ノ菌 ラ 夏 時10分 間 ノ直 射 日光aテ 死

滅 セ シメ得 タ リ ト稻 セ リ。Reitani(12)ハTrino

ニ テ賞 験 少行 ヒ、 結核 菌 ラ含 ム喀 妓 ラ2-3mm

ノ厚 サ=塗 リタ ル 「シv一 レ」ラ夏 時70時 間 直射

日光 二曝 露 セル モ菌 ハ死 セザ リ シガ故 二 日光 ノ

殺 菌 作 用 ハ彊 大 ナ ラザ ル テ以 テ、 日光 ニ テ乾 燥

シタル喀 庚 モ亦結 核傳 播 ノ原 因 タ リ得 ト述 ベ タ

リ。Jecon働 ハLeysinニ テ滅 菌 セル砂 礫 、 塵

埃 ユ糊 亥菌 テ含 ム咳 疾 テ混 ゼ ル者 テ2時 間乃 至

52時 間 日光 二曝 セル モ菌 ハ猶 生 存 セ シニ、同 ジ

キ喀疾 テ打 チ 固 メ タル 雪塊 上 二置 キ タ ル ニ29

時間 ニ テ菌 ハ死 シタ ル事 テ實 験 シテ、 彼 ハ 雪 ヨ

リスル紫外 線 ノ反 射 ガ殺 菌 作 用 二影 響 テ及 ボ ス'

者 ナ リ ト言 ヒ、Migneco⑳ ハ結 核 菌 ニ テ汚 染 セ

ラ レタル亜 廠 及木 綿布 ラ24時 間 乃 至30時 間 日

光 二曝 射 シタ ル後 其 ラ細片 二切 リテ動 物 ノ皮 下

二植 ヘ タル モ動 物 ハ感 染 セザ リ シ ト記 セ リ。

上 記 多薮 ノ實験 成 績 テ通 覧 ス レバ結 核 菌 二封 ス

ル日光 ノ殺菌力ハ時聞的 ユ甚 シキ軒輕 ラ見ル.

是輔嘱菌種二關ス〃傑件外 二猫土地 ノ高低 緯

度、季節、實験 日ノ氣候要件(温 度、漏度.風

力、晴曇、空中ノ塵埃、煤煙等)ガ 同一ナラヅル

爲昌可被験材料二達 スル光 ノ輻射 ガ同一ナラザ

リシ爲ナラン。土地 ノ高低、緯度 ノ相違 ニヨリ日
　

光 殺 菌 力 ノ異 ナ ル事 ハMitchell及 ピCrough

a5)
,Treskin8kaja(io),Linke(le,Bergen(6),野 上

ω等 ニ ヨ リ澄 明 セ ラ レ
、 更 二季 節 的 二研 究 セル

者 昌Luat),Meaderu",Treskin5ikajaqo),Ber-,

gen`6),官 木(9)等 ア リ。 叉 紫外 線 量或 ハ 日光 ノ

殺 菌 力 ガ氣 候 條 件 ニ ヨ リ影 響 セ ラル ・ ト構 スル

者 二Treskinskaja(10),Wiesner(埆,Linkeqe,

遠藤ag)、 是 枝c2K))、志 田 軌 岩 崎(22),DietzinsPt),

Meader(1η 等 ア リ。 更 二弦 二本 邦 二於 ケル太陽

紫 外線 テ季節 的 二研 究 セル者 二田 中 圏、志 田 ⑳、.

方 斗 翰 凧 岩 崎 働,遠 藤 咳 是 枝(20、 南ma「ee等

アル事 テ附記 シテ他 日 ノ参 考 二資 ス。

余 ハ上 記 ノ實 験 ガ凡 テ菌 塊 又 ハ喀疾 テ實 験 材料

トセ ル爲 二其 中心 部 二於 ケ ル菌 ガ光 ノ影 響 テ受

クル爲 ニ ハ甚 シキ時 間 的 相 違 ノ存 スル 事 デ思 ヒ

テ舷 二…次 ノ如 キ實 験 テ行 ヘ リ。 余 ハ此 實験 成績

ガ所 謂 衛 生掃 除若 クハ病 毒 ニ テ汚 染 セ ラ シタル

衣類 等 ノ日光 消毒 等 テ行 ハ ン トスル人 々 二貢獣

スル所 アル ベ キ テ信 ズ ル者 ナ リ。

第二章 實験方法

實験二供 セル菌種ハ3乃 至4週 間培養セル人型

及 ピ牛型結核菌 ノ撒種 ト4乃 至7日 間培養 セル

鳥型結核菌及 ピ「チモテー」菌 ノ各1種 ニシテ、

之テ余ガ既二行 ヒタル此種實験 ト同檬二約0.2'

%ノ 菌俘游液 トセル者 ナリ。此液 テ滅菌 セル内

経約1mmノ 短キ石英試験管 二注入シ、是等 ノ

試験管テ内面 二墨汁 テ塗 リタル淺キ箱内二固定

シ、當療養所 内ノ廣場(海扱115米 、緯度135。44')

二於テ箱 ノ底面 ラ太陽 ノ方向`宜 角二向ケテ木

箱 ノ被蓋 デ除キー定時間日光二曝露 シタル後、

菌液 テ直 チニレーヴェンシュタイン氏鶏卵培養基

及 ピ墨汁加鶏卵培養基二移 シテ37度 ノ卿卵器

中ニテ培養 シ菌 ノ駿育撒態 テ検査 セリ。

猴同一 ノ菌液 テ同装置 ノ下二上記 ノ實験 ト同時

二高 キ建築物 ノ北側軒下ニテ日光 ノ直射 テ避 ケ

タル蒼室 ノ下郎チ散射光 ノこ及 ピ閉鎮 セル硝子

憲二近キ室内ノ机上ニテ散光 ノ下ニテ同様 ナル

實験テ行 ヘリ。又異 ナレル敷種 ノ菌株 テ用 ヒテ

同時刻二、叉ハ同一菌種ラ用 ヒテー日中 ノ異 ナ

ル時刻即 チ異ナル太陽 ノ高度 ノ場合、或 ハ1年

中ノ種々ノ季節二同様 ノ實験 ラモ行 ヒ、以 テ種

種 ノ異ナル條件 ニヨル影響 ノ有無 ヲ知 ラントセ

リ。 ・

元來本實験 ニテハ其際 ノ日射即チ 日光「エネル
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ギー」ラ測定スベキ事ハ 勿論ヂルモ不幸昌シテ

雷所昌其装置ラ有 セザルノ竃ナ,ズ 當市附近 ノ
タ ロ れ

肥録モナク、假 昌其尊 ノ肥鎌昌シテ存スル者 ア

リトスルモ土地ラ異昌スレバ基準 トシ難 キラ以

テ弦昌 ハ瑞西ナローザ(海接1800米)測 候所 ノ

第 1

肥鎌働(第1表)9下 昌暢グテ1年 中b1日 中 ノ、

日射慶移ラ参考 昌費 スル事 レセリ.猶 余ハ賓験

装置場所 ノ温度及 ピ其 ノ際 ノ室丙温殴覧温度及

ピ氣歴 ラモ肥鎌 シデ参考 トナセリ.一

表 謄
■ ■一・ じ

午 後
1 .脚1'

午 餐,.、 前 正

午5時 6時17時18時 「砺rl・・時1塒 塒1塒13時14時15周

1月 1.18 1.36 1.43

1.51

1.45

1.52

L42 1.36 1.20

1.17

.醒 ・
1

鑑

2月 1.15 1.36 1.48 1.51

1.53

1.48 1.39

3月 1.01 1.33 1.46 1.51 1.54 1.55 1.50 1.43 1.30

1.40

0.99

1.234月 0.84 1.25 1.41 1.48 1.52 1.54 1.54 1.53 1.53 1.49

5月 0.57 ゴ07 1.27 1.38

・

1.45 1.49 1.50 1.51 1.49 1.47

1.48

1.44

1.44.

1.37 1.26

6月 0.79 1.14 1.30 1.40 1.44 1.47 1.49 1.50 1.49 1.38 1.27

1.277月 0.72 1.13 1.31 1.39 1.43 1.46 1.48 L49 1.48 1.45 1.43 1.38

8月 0.99 1.26 1.38 1.44 1.49 1.50 1.50 1.49 1.46 1.41 1.36 1.25

9月 1.15 1.33 1.43 1.47 1.49 1.51 1.49 1.47 1.43 1.32 1.15

10月 1.24 1.39 1.45 1.48 1.48 1.46 1.43 1.34 1.18

11月 1.29 1.38 1.44 1.46 1.44 1.40 1.27

12月 1.12 1.32 1.39 1.42 1.39 1.32 1.12

冬 ㍉1! 1.22 1.39 1.45 1.96 1.44 1.39 1.23

春 1.18 1.38 1.46 1.51 1.53 1.53 1.52 1.50 1.45 1.36 1.16

夏 1.09 1.29 1.39 1.44 1.47 1.49 1.49 1.49 1.46 1.43 1.37 1.26

秋 1.37 1.43 1.47 1.48 1.47 1.43 1.35

1年 」 1.37 1.45
'1

.48 1.49 1.48 1.45 1.37

伽
亟
璽
㎜

瑞西 ア ローザ観測所

實瞼成績ハ封照 トセル菌 ノ登育朕態 テ基準 トシ

テ菌 ノ嚢育 ノ同等ナル者(惜)、 菌登育 ノ梢 篭不

良ニシテ聚落歎モ少キ者(什)、 菌 ノ登育著 シク

不良 ニシテ聚落敷モ極 メテ少キ者(+)及 ピ全 ク

褒育セザル者(一)ノ4種 二分 テリ。而 シテ菌 ノ

登育悪キ者私 培養基上二初 メテ菌聚落テ肉眼

硯得ル迄 二多 クノ日撒 ラ要 セリ。

第三章 實験成績

一
、 夏 期

昭和9年 夏期二晴天無風 ノ日ラ選 ピ午前9時 ヨ

、 リ午後1時 迄 ノ間=行 ヒタル實験成績ハ第2表

及 ピ附圖窟眞1、N、V、VI二 示 スガ如 ク、各種

結核菌 ハ此時季 ■.日光直射 二9分 以上 二及ベバ

凡 テ死 スルモ「チモテー」菌ハ死 セズ。

二、1日 中 ノ時劃 ニ ヨル差異

次 二昭和10年4月 、5月 ノ候 二於4テ 特 二快晴

ノ日二9時 ・正午、2時s3時 、4時 二同一實

験 テ行 ヒタル 成績ハ 第3表 及 ピ附圖寡眞VK二

見ルガ如 シ。快晴 ノ日ナルテ以テ空氣ハ極 メ矛

乾燥 セル事勿論 ナルモ空中漏度ハ時間 ノ纒過 卜
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一一一一一一一

共 二氣 温 ト同 ジク時 々刻 々鎚 化 スル ヲ以 テ舷 覧 ル者 ナ リ。

室 氣 温 度 ハ 凡 テ實 験 中 ノ眞 ノ瞬 間 ノ記 録 ヲ探 レ

第3表1日qlr・ 於ケ'レ日光股菌力 ノ時刻的差畏

鰻ff身,m芋lt町

2分

4分

6分

8分

10分

菌株名

一所

,温_

度

　

敬

字

ハ
襲

置
場

ノ

J

墓ユ

人型 …

儲 方)

1

一
34

一
37

實験日及時刻

天 候 ノ状 態

屋 内 温 度

屋 内 比 漁 度(
%)

一
37

2

什

31

一+

33

干

糾

二

33

一
37

一
33

1

十

怨
十
27

28

25/IV
12A.M.

快 晴

19

47

2511V
3P.M.

快 晴

23

41

鳥 型 紹 核 菌
ヒへ 　 ヨ 　ギ 　 　ロ 　 　 　 　

2}34

+ド 十+
33・353琴

十1-十
343531

35135痘
ロ　 の　 　　

_1_
　

-

十

29

一十

29

一十

29

=

29

牛 型緒 核菌(1)

i21
+!

十1-一,

281
-ai_一 一2!{

一 一 一1

29323135i

認翫1塑 並}怨 巫」萎鑑 ⊥還億1還L」 聖並

快 晴 快 晴1快 哨i快 晴 快eithenl
il

1520i22}22:16221

"26}22i27'63ト5・;

33

ロ　　 ロ　　ロ　ロの　

i十
134

34

35

三、 月 ニ ヨル差 異

次 二昭 和9年10月 ヨ リ翌 年5月 二亙 ル期 間 二、

快 晴 室 氣 清澄 ナル 日 ノ午 前11時 テ 選 ピテ 同 一

實 験 ラ行 ヒ、 異 ナル 月殊 二冬 期 ノ 日光作 用 テ検

セル ニ 第4表 及 附 圖 寡 眞V皿 、IX、X旺 二 示 ス ガ

・ 第4表

ト

1) 1
一一騨一 一

3
,曹F-}

十
33

ζ

『 一 一

十
34

◎

7

一

35一▼
　 　

■■■■口

36
一

垢
一 一'-

241V

3P。M.
一 一一一

快 晴

25

40

如 キ成 績 テ得 タ リ。 即 チ冬期12月b1月 及 ピ2

月 ノ候 ニハ 日光 ニ テ結 核 菌 テ殺 サ ンガ篇 ニ ハ長

時 間 テ要 シb最 短14分 間 ノ 曝 露 テ 必 要 トス ル

ニ反 シ4及 ピ5ノ 雨 月 ニ ハ7分 間 ニ テ 充 分 ナ

リ。 其 他 ノ3、10月 ハ10分 間 、11月 ハ12分 ナ

要 セ リ。

直射 日光殺菌力 ノ季節的差異

照射綱 菌劇
伊

人 型 結 核 菌(緒 方)
℃

●

「

1分
_数 _

字
ノ、一 一

装

置q一場 一

所『 ノー

温
一 度 一

柵
10

柵
10

惜
20

骨
20! F

1什:

28

柵 柵
2919

帯
14

3分 十十
10

什
10

什
20 剃 吏1 誌 … 誌

督
14

5分
什
10

十
11 麺

十1

221

一

蕊 i
● 十 十

31120
1十
115

7分 十
11

十

12
十
20 剥 垢1

『 一一　

ま1茜 i 憲 ・
1

10分 十
11

十
12 罰 垢

一一1

361
一 ・ 十

32120

}十

116

12分
十
12

十
12 罰

}1

一1-

32120 i吉
14分 褒 1箆 1愛

_　 一[}__■1

32120 117

實験日及時刻
-

2311
11A.M.

231皿

11A.M.

8加

11A.M.

1811V, 231V

l1A・M」1蛛M・ 、1蜘 愚!、 器
天候 ノ状態 快 晴 快 晴 快 晴 快 晴 快 晴 快 劃 快 晴映 晴
屋 内 温 度 3 3 9 11 17 20111 171

屋 内比漏度 ζ%) 40 43 42 54 45 5454

[i劃、氣 劉 751 755 760 758 756 760:764
一
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吾 人 ノ肉 眼 二映 ズル天 空 状態 ノ判 噺 ハ極 メ テ漠

然 タ ル者 ニ シテ夏 日晴 レ タル如 キ場 合 ニ モ上層

空 氣 中 二水蒸 氣 多 キ事 多 キ テ以 テ地 面 二達 スル

紫 外 線 等 二就 キ テハ特 別 ノ考 慮 ラ排 フベ キ者 ナ

リ。 志 田 ⑳ ハ嘗 テ東 京地 方 二於 ケル 日光 紮 外 線

ノ最 短 波 長限 界 ラ時 刻 的 並 ピ ニ季怖 的 二検 シ、

何 レノ時 刻 二於 テ モ冬 ノ終 リヨ リ春 トナル ニ從

ツ テ限 界 波長 ハ漸 次 短 ク ナ リ、 夏 ノ牛7月 二入

レバ最 モ短 ク、秋 ニ ナ レバ再 ビ隈 界 波長 長 クナ

リ冬 至 前 後 二於 テ最 モ長 シ、 而 シテ限 界 波長 最

モ短 キハ1年 テ 通 ジテ7月 正 午 ニ シ テ2990A

ナ リ ト云 フ.又 田 中圏 ニ ョ レバ 毎爆 地 方 ニ テ最

短 波長 ノ限 界 ハ夏 季 ノ快 晴 日 ノ正 午 頃297μ μニ

シテ、 冬 期 ト難 モ 快 晴 日 二302-303μ μ ノ輝線

ラ分 光富 眞 ニ テ検 シ得 タ リ ト云 フ。 叉 同 僚佐 藤

ガ1年 四季 二於 ケ ル尤 モ快 晴 ノ日 テ選 ピ テ、 凡

ソ同 高 ノ太 陽 ノ 位 置 ノ時 二 太 陽 卜90度 ノ角 ラ

ナ ス反封 側 ノ蒼 室 テ分 光窮 眞 二撮 レル者 テ検 ス

レバ第5表 ノ如 シ。

今 日迄 ノ記録 ニ ヨ レバ地 面 二達 スル 日光輻 射 中

ノ最 短 波長 ハMontBlancノ 山麓 ゴル ナー グ ラ

ーMテ 測 定 セ ラ レタ ル2911A二LテArosa

ニ テハ2912Aナ リ。 物 理 學 者 ニ ヨ レバ 本 邦 ニ

テ ハ 几 ソ2950Aラ 限 度 トシ ヨ リ短 キ 波長 ノ者

ハ達 セザ ル モ通 常 ハ 日光 紫外 線 ニ シテ地面 二達

スル限 界 ハ3000A以 上 ト見 ル ラ 至 當 トス。 水

銀燈 ノ特 有 輝 線 ニ シテ強 力 ナ ル殺 菌 力 ヲ有 スル

2536Aノ 如 キ短 波長 ノ紫 外 線 ハ太 陽 輻 射 トシテ

ハ地 面 二達 セザ ル者 ナ リ。 故 二 日光 照 射 ニ ヨル

細 菌 ニ ヨル汚 物 ノ消毒 法 等 ノ問 題 二闊 シテハ更

第5表 宇 多野療養 所二於 ケル太鶴

「7・Aクトル」ノ最短波長

1購鱒 鶉
午前10時L=

2・i4・1

・・16・i76・

昌討 究 ラ要 スル者 ニ シテ、 是等 二關 シテ余 ハ別

高實 験 セ ル慮 ラ焚 表 セ ン トスル者 ナ リ。

四、散射光

蒼 空 ヨ リノ光 帥 チ散 射 光 ニ ヨル殺 菌 力 ノ如何 ラ

知 ラ ンガ爲 二、 快 晴 ノ日 二建 築物 ノ北 側 ノ直射

日 光 テ蒙 ラザル場 所 ニ テ同様 ノ實 験 テ行 ヒ第6

表 及 ピ附 圖 窺 眞 冨、1▼,▼ 、V駄1X、X二 示 スガ

如 キ成 績 テ得 タ リ。 帥 チ散 射 光 モ亦 可 ナ リ張 キ

殺 菌 力 ヲ有 シ凡 ソ30分 乃 至60分 ニ テ結 核菌 テ

滅殺 シ得 ル事 明 ナ リ。

弦 二言 フ慮 ノ蒼 空 光 トハ太 陽輻 射 ニ シテ地 球 二

達 ス ル者 ノ中最 高 室 氣 層 ニ テ散 射 セ ラ レタル者 ・

及 ピ此 以 下 ノ空 氣 中 二存 ス ル種 々 ノ長 キ波長 ラ

有 ス ル光 ニ シテ地 面 二達 スル者 ノ練 和 ニ シテ、

其 「スペ ク トル」ハ附 圖 寓 眞XIVノ 如 ク多 クノ近

紫 外 線 テ含 ム者 ナ リ。

五、室 内散光

喀疾塗抹標本叉ハ培養基上 ノ結核菌二就イテ室

内散 光ニヨル殺菌程度 テ検 セル者ハK㏄h及 ピ

其後猴歎人 ノ學者 アルモ未 グ余 ノ如 キ實験材料

テ用 ヒタル者ナシ。即チ余 ハ5月 ヨリ8月 二亙

リテ實験室内ノ北側硝子憲二近キ机上ニテ余 ノ

菌俘游液 テ用 ヒテ前諸實験 ト同様 ナル方法ニテ

室内散光 ノ影響 テ検 シテ第7表 及 ピ附圖寓眞

XI,Xlノ 如キ成績 テ得 タリ。

鳥型結核菌ハ其抵抗甚弱 クシテ露出4時 間二及

ベル者ハ培養基上二登育セザルモ、人型結核菌

ハ11時 間 ノ露出二及 プモ猜死滅 セズ。

六、異種菌 ノ抵抗カ ノ差異

異ナレル細菌 ガ光二封 スル抵抗 テ異 ニスル トハ

余 ガ前篇二述ベタル虜 ナルガ、各種抗酸性菌 モ

亦光二封スル抵抗テ各異ニスル者 ニシテ余 ノ實

験成績第8表 二示 スガ如 シ。即チ「チモテー」菌

最 モ強 ク、次 イデ牛型結核菌、人型結核菌ニシ

テ鳥型結核菌ハ日光二封 シテ抵抗最モ弱 シ。
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第7表 壌 内散光 二封 スル結核菌 ノ抵抗

照嚇 麟 撚 人 型 菌 緒 力
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第8表 直 射 日光 二封 スル 菌株 ニ ヨJttt抵抗 差 異
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聰2小 川 昌抗酸性曹 ノ搬育 昌及 」fス光 ノ影響 匿禦14看

結核菌ハ芽胞ヲ有 セザル他 ノ細菌ニ比 シテ日光

二封 スル弧 キ抵抗力テ有スルガ如 刎言ゼラレタ

ルモ木實験 ノ如 ク菌ラ各個 昌分離 シタル欣態 ノ

下二光ラ作用 セシムル時ハ其抵抗 ハ意外 昌弱キ

事 テ知 リ得ベシ。唯余 ノ實融 高テハ磨櫛 ニヨル

器械的損傷ガ菌髄 昌加《・ラル ・ラ以 テ、更 轟加

ヘラル ・危害 トシテノ光晶封 シテ菌盟固有ノ携

抗力減銅 セラル ・ラ免 μヅル少以 テ本實融 ノ成

績ハ此鮎 嵩就 イテ些少 ノ考慮 ラ要 スル事勿論ナ

リ。

第四章 結 論

1・ 各備∴分離 セル薗 ノミラ含ム抗鹸 性各種菌

殊 二結核菌 ノ稀薄 ナル浮游液 テ以 テセル實験ニ

ヨレバ、是等ハ日光ニヨリテ從來信ゼラレタル

ヨリ遙二短 キ時間ニテ死滅 ス。

2・5月 乃至8月 ノ快晴空氣情澄無風 ノ日ノ午

前9時 乃至午後3時 ノ間ニテハ、人型牛型及鳥

型結核菌ハ凡テ9分 以内 ノ日光直射ニテ死 ス。

3・ 冬期12月b1月 、2月 ノ候 ノ日ノ殺菌力最

モ弱 キモ、若 シ快晴室氣澄明無風ナレバ午前11

時頃 ノ日光直射14分=及 ペパ 各種結核菌ハ 凡

テ死滅 セシメラル。

41e蒼 室 ヨリノ散射光ハ各種結核菌s40分 乃

至60分 間作用 スレパ是等 ヲ死滅 セシム。

5.室 内 ノ散 光ニヨル殺菌ハ11時 間ニテ猜不

十分 ナリ。

6・ 各種抗酸性菌 ノ日光二封zル 抵抗 ハb「チモ

テー」菌最強ニシテ牛型結核菌、人型結核菌之 レ

昌次ギ鳥型結核菌最 モ弱 シ。
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